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論 文 要 旨       

 

所属ゼミ 浅川 研究会 学籍番号 81230620 氏名 寺尾千晶 

（論文題名） 

戦略と Capability 

 

（内容の要旨） 

 本論文では、戦略構築者の視点を用い、企業の行う一連の戦略活動が Capability 増大に貢献

する構造を理論的に示した。構造内の要素にかかる因果関係の導出を行い、戦略活動が

Capability 増大に貢献する上で主要となる要素を抽出した。 

さらに、企業インタビューにて、主要な要素について検証および考察を行った。また、これ

らにより戦略活動によって企業が成長への好循環を得る要因について考究した。 

 

 戦略活動が Capability 増大に貢献する上で、主要となる要素の特徴は以下の通り。 

 構造化①とその因果関係の導出から考えられる、『企業活動や組織機能との一貫性』の特徴。 

• 戦略活動から Capability を増大させる key 要素である 

• 戦略活動から獲得しようとする Capability の指針となる 

• 戦略活動と組織活動を繋ぐ主要要素である 

 構造化②とその因果関係の導出から考えられる創発性と企業の戦略に係る立証。 

• 創発戦略への対応へは、企業の戦略特徴が現れる 

• 企業毎の創発性への対応の違いは、企業の戦略に対する趣旨の違いである 

  

企業インタビューによって、構造化①で導いた特徴を満たす要素および構造化②の立証から

考察し、導いた結論は以下の通り。 

• 創発戦略を有効に取り込み、自社の戦略意図を有意に実現する企業は継続的な成長を果

たす 

• 戦略意図を指針とした戦略活動は、組織活動と適合性のある価値の獲得と創造によって

capability を増大し、企業成長に効果的に貢献する 

• 企業は自社の戦略意図に従った戦略活動によって新たな次元を構築し、成長の好循環性

を形成する 

 

今後の示唆としては、以下の 3 点を挙げる。 

• 企業の経営戦略活動を長期的に追い、戦略意図の違いが導く企業実績の違い 

• 戦略意図の継続性と変更する場合の要因 

• 創発戦略に対する柔軟性が企業成長に及ぼす影響 

 

 


